様式３











事業計画書











	会社名
	






	＜記入上の留意点＞
１　要点を箇条書きするなど、簡潔に御記入ください。
２　実施体制などについて、できる限り図表等を用いて御記入ください。
３　各項目において、御社のアピール事項（特記事項）を御記入ください。
４　別紙での提出も可とします。


１　基本方針
　　以下について御記入ください。
　　①　バス事業に対する基本的な考え方又は経営理念
　　②　受託事業の運営に関する基本方針
　　③　受託期間中の要員確保に向けた基本的な考え方
	①　バス事業に対する基本的な考え方又は経営理念






②　受託事業の運営に関する基本方針






③　受託期間中の要員確保に向けた基本的な考え方	







＜特記事項＞










2


２　令和６年度事業実績
（１）事業概況
	
	全体
	うち、川崎市内営業所分

	乗合バス車両数（両）
	
	

	
	事業用自動車（両）
	
	

	
	(参考)受託自動車（両）
	
	

	従業員数（人）
	
	

	
	うち、乗務員数
	
	

	停留所数
	
	

	路線（㎞）
	
	

	
	うち、休止路線（㎞）
	
	

	
	うち、競合路線（㎞）
	
	

	運行系統数(系統)
	
	



（２）輸送実績
	
	全体

	事業用
自動車
	延実在車両数（日車）
	

	
	延実働車両数（日車）
	

	総走行キロ（㎞）
	

	
	うち、実車走行キロ（㎞）
	

	輸送人員（人）
	

	営業収入（千円）
	

	
	うち、旅客運輸収益（千円）
	



（３）受託の実績
	営業所名
及び所在地
	委託元
事業者名
	運行
系統数
	仕業数
	車両数
	乗務員数
	１仕業当たり
乗務員数
	１車両当たり
乗務員数

	
	
	ａ
	ｂ
	ｃ
	ｄ
	ｄ/ｂ
	ｄ/ｃ

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	


　所在地は市区名まで御記入ください。(例:川崎市中原区)

３　直近３年間の事故件数及び内容
（１）事故件数
	
	４年度
	５年度
	６年度
	７年度（参考）
	計

	総事故件数
	（　）件
	（　）件
	（　）件
	（　）件
	（　）件

	人身事故
	（　）件
	（　）件
	（　）件
	（　）件
	（　）件

	うち、車内事故
	（　）件
	（　）件
	（　）件
	（　）件
	（　）件

	物損事故
	（　）件
	（　）件
	（　）件
	（　）件
	（　）件


　（例）　総事故件数１０件中８件が有責事故（過失責任割合１％以上のもの）ならば、
『１０（８）件』と記載
　※　受託・委託分を含む。
　※　令和７年度については、４月～１１月までの実績を記載してください。

（２）重大事故発生状況
	
	４年度
	５年度
	６年度
	７年度（参考）
	計

	重大事故件数
	（　）件
	（　）件
	（　）件
	（　）件
	（　）件

	実車走行キロ（㎞）
	㎞
	㎞
	㎞
	㎞
	㎞

	10万㎞当り
重大事故件数
	件
	件
	件
	件
	件


　※　重大事故とは、自動車事故報告規則（昭和２６年運輸省令第１０４号）第２条に規定する事故をいう。
　※　受託・委託分を含む。
　※　令和７年度については、４月～１１月までの実績を記載してください。













（３）重大事故の内訳（３年間）
	
	件数（件）
	死亡（人）
	重傷（人）
	軽傷（人）

	転覆事故
	
	
	
	

	転落事故
	
	
	
	

	路外逸脱事故
	
	
	
	

	火災事故
	
	
	
	

	踏切事故
	
	
	
	

	衝突事故
	
	
	
	

	死傷事故
	
	
	
	

	危険物等による事故
	
	
	
	

	車内事故
	
	
	
	

	飲酒等による事故
	
	
	
	

	健康状態に起因する事故
	
	
	
	

	救護違反による事故
	
	
	
	

	車両故障による事故
	
	
	
	

	交通障害による事故
	
	
	
	

	国土交通省が報告を指示したもの
	
	
	
	


※　令和４年度～令和６年度を記載
※　重傷とは、自動車損害賠償保障法施行令（昭和３０年政令第２８６号）第５条第２号又第３号の傷害を受けた者をいう。
※　受託・委託分を含む。














４　受託事業の実施体制
（１）運行管理体制
　　　管理の受委託の実施に向けた運行管理体制について、配置人員（補職別）を明記した業務組織図（乗務員・事務員を含む。）を御記入ください。
	





＜特記事項＞








（２）運行管理に係る勤務体制
　　　運行管理に従事する社員(運行管理者及び運行管理補助者)の日々の配置(勤務日、勤務時間等)を御記入ください。
	






＜特記事項＞









（３）整備管理及び車両整備業務体制
　　　管理の受委託の実施に向けた整備管理体制について、配置人員(補職別)を明記した業務組織図を御記入ください。
	







＜特記事項＞







（４）整備管理及び車両整備業務に係る勤務体制
　　　整備管理に従事する社員(整備管理者及び整備管理補助者)及び車両整備業務に従事する社員（整備主任及び整備士）の日々の配置(勤務日、勤務時間等)を御記入ください。
	







＜特記事項＞





　


５　運行の安全性確保
（１）運行の安全性確保についての考え方
　　　運行の安全性確保についての基本的な考え方を御記入ください。
	













（２）事故防止に向けた取組
　　①　事故防止に向けて行う、教育･研修、日常指導、社内・営業所内キャンペーンその他の取組について、具体的な内容・効果・実績を御記入ください。
　　②　事故を起こした社員に対する教育･研修、日常指導などの対応について、具体的な内容・効果・実績を御記入ください。
	①　事故防止に向けた取組の具体的な内容・効果・実績






②　事故を起こした社員への対応の具体的な内容・効果・実績









（２）事故防止に向けた取組（続き）
	＜特記事項＞






（３）運転技術向上等の取組
　　　安全な走行と、お客様が安心して快適に乗車できる走行に向けた、運転者の運転技術向上等の取組がありましたら、具体的に御記入ください。
	









（４）酒気帯び運転ゼロに向けた取組
　　①　御社の点呼時における酒気帯びの検出方法、基準値、使用機器等について御記入ください。
　　②　酒気帯びが検出された社員に対する教育･研修、日常指導などの対応について、具体的な内容・効果・実績を御記入ください。
	①　点呼時における酒気帯び検出方法等




②　酒気帯びが検出された社員への対応の具体的な内容・効果・実績




＜特記事項＞





（５）経路誤り等運行ミス防止に向けた取組
　　①　経路誤り等運行ミス防止に向けて行う、教育･研修、日常指導、社内・営業所内キャンペーンその他の取組について、具体的な内容・効果・実績を御記入ください。
　　②　経路誤り等運行ミスを起こした社員に対する教育･研修、日常指導などの対応について、具体的な内容・効果・実績を御記入ください。
	①　経路誤り等運行ミス防止に向けた具体的な内容・効果・実績









②　経路誤り等運行ミスを起こした社員への対応の具体的な内容・効果・実績










＜特記事項＞











（６）緊急時の対応
　　　次の場合の対応体制について、できる限り図表等を用いて御記入ください。
　　①　事故発生時の緊急対応体制　　　　　　　　　　　　　　
　　②　台風等の荒天により、運行への支障が予測される場合の準備体制
　　③　降雪又は降雪予報により、運行への支障が予測される場合の準備体制
　　④　感染症・特定疾病等の拡大に伴う対応体制
　　⑤　沿線の事故等により、運行に支障が出た場合の対応体制
	①　事故発生時の緊急対応体制




②　台風等への準備体制




③　降雪等への準備体制




④　感染症等に伴う対応体制




⑤　沿線の事故等への対応体制




＜特記事項＞





（７）緊急時対応の強化策
　　　事故や災害時の対応を強化するために行っている具体的な取組について御記入ください。（例：他営業所等からの応援体制、対応の迅速性を図る取組、社員教育など）
	


＜特記事項＞





（８）適正な勤務の確保
　　①　社員の適正な勤務に向け、労働基準法（昭和２２年法律第４９号）等の関係法令遵守を確保するための体制について御記入ください。
　　②　社員の過労防止策等、適正な勤務の確保に向けた具体的な取組について御記入ください。
　　③　厚生労働省告示「自動車運転者の労働時間等の改善のための基準」（改善基準告示）を遵守するための取組について御記入ください。
	①　法令遵守を確保するための体制




②　適正な勤務の確保に向けた具体的な取組




③　厚生労働省告示を遵守するための取組




＜特記事項＞





６　お客様サービスの確保
（１）お客様サービスについての考え方
　　　お客様サービスについての基本的な考え方を御記入ください。
	











（２）バス車内におけるサービスの向上策
　　　（１）の基本的な考え方に基づき、バス車内での接客サービス（マイクの使用によるアナウンス、車いす･ベビーカー対応、高齢者対応、接遇、事故防止等）向上等の取組について具体的に御記入ください。
	○　マイク使用によるアナウンス




○　車いす・ベビーカー対応




○　高齢者対応




○　その他接遇・事故防止等




（３）お客様サービスの向上策
　　　（１）の基本的な考え方に基づき、（２）バス車内での接客サービス以外のサービス（運行サービス（ダイヤ等）、施設･車両管理（バス清掃等）等）向上等の取組について具体的に御記入ください。
	○　運行サービス面







○　施設・車両管理面







○　その他







＜特記事項＞









（４）お客様対応
　　①　お客様からのお問合せ･苦情･要望等に対する対応方法や営業所で対応した場合の本社への報告体制について御記入ください。
　　②　苦情･要望等に対して適切かつ迅速な対応をするための具体的な取組を御記入ください。
	①　お問合せ･苦情･要望等に対する対応方法、本社への報告体制










②　具体的な取組










＜特記事項＞










（５）教育・研修体制
　　①　お客様への接遇やサービス、社員の能力向上のための教育・研修体制について御記入ください。
　　②　教育・研修計画又は年間スケジュールを御記入ください。
	①　教育・研修体制









②　教育・研修計画又は年間スケジュール









＜特記事項＞











　

（６）教育・研修内容
　　①　お客様への接遇やサービス、社員の能力向上を図る教育・研修内容・受講率を具体的に御記入ください。(例：外部の研修専門機関への派遣制度など)
　　②　サービス介助士や交通サポートマネージャー等、職種別の資格取得状況と取得に対する考え方を御記入ください。
　　③　社員の意識改革、組織の活性化に向けた制度等があれば、御記入ください。
　　④　その他の教育・研修に関する取組があれば、御記入ください。
	1 　お客様への接遇やサービス、社員の能力向上を図る教育・研修内容・受講率




2 　職種別資格取得状況、取得に関する考え方




3 　社員の意識改革、組織の活性化に向けた制度、教育・研修






4 　その他の教育・研修に関する取組






＜特記事項＞






７　実施計画
（１）受託開始に向けた取組・準備等
　　①　御社が令和８年４月（予定）に受託事業者として選定され、令和９年４月１日から運行を開始する場合、受託開始に向けて必要と考える取組・準備等の内容と　　　　実施時期について御記入ください。（※要員確保計画については（２）で記入）
　　②　①の取組・準備等に当たって、川崎市に経費負担を請求する項目と見積額をお示しください。
　　　　なお、経費負担として請求できる項目は、川崎市が営業所を運営した場合において必要となるもの（路線研修費用等。乗務員の採用・育成に係る費用等は請求不可。）に限ります。
	①　取組・準備等の内容と実施時期











②　川崎市に経費負担を請求する項目と見積額













　
（２）要員確保計画
　　　御社が受託した場合、必要となる要員の確保策やスケジュール等を御記入ください。
　　　また、受託業務に対応するために、どのような業務経験等を有する要員なのかも御記入ください。
	



＜特記事項＞









（３）実施計画の変更又は提案について
　　　仕様書等で示した受託業務内容（運行計画等）について、事業計画書の提出時点で変更又は提案がある場合は御記入ください。
　　　また、受託業務内容（運行計画等）の変更又は提案を行った場合の委託料見積金を、変更又は提案前との違いが分かるように、別葉でお示しください。
　　　ただし、変更又は提案がある場合でも、「８ 経済性」の委託料見積額の算定は、仕様書等で示した受託業務内容で算定してください。
　　　なお、変更がない場合は、記入する必要はありません。
	












８　経済性
（１）委託料見積額
　　　各年度の委託料の見積額を御記入ください。
（単位：千円）
	
	令和９
年度
	令和１０
年度
	令和１１
年度
	令和１２
年度
	令和１３
年度
	合計

	人件費
	
	
	
	
	
	

	一般管理費
	
	
	
	
	
	

	その他経費
	
	
	
	
	
	

	受託報酬
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	




　＜特記事項＞
	

















（２）委託料年度内訳
　　　各年度の委託料の内訳を年度ごとに別葉で御記入ください。
（単位：千円）
	令和　　年度

	項　　目
	金　　額
	算定根拠・算定方法等

	１　人件費
	
	

	
	運転手
	
	

	
	運行管理関係
	
	

	
	整備管理関係
	
	

	
	その他
	
	

	２　一般管理費
	
	

	
	整備管理関係
	
	

	
	その他
	
	

	３　その他経費
	
	

	４　受託報酬
	
	

	合　　計
	
	

	(特記事項)






　※　算定根拠・算定方法については、できるだけ具体的に項目を挙げて記載してください。特に、人件費については職種や雇用契約の別と、その１人当たりの単価が分かるように御記入ください。
　　　（例）　運転手（人件費）＝正規職員の人数×単価＋非正規職員の人数×単価

	臨時増便輸送を行う場合の時間当たり単価

	金額
	算定根拠・算定方法等

	円／時間
	




９　経営の安定性
　　５年間に渡り受託するために必要となる御社の経営面における安定性について、分かりやすくお示しください。
　　また、御社が上場企業の子会社等である場合には、親会社との関係（資金調達支援、法定監査の状況など）をお示しください。（資料を添付）
	









＜親会社との関係＞（該当がある場合のみ記入）









＜特記事項＞











１０　受託者における取組　
（１）バリアフリー化への取組
　　①　バリアフリー化についての方針や考え方について、御記入ください。
　　②　バリアフリー化への取組状況について、御記入ください。
　　　※　受託業務における方針・考え方・取組ではなく、御社の現況について御記入ください。
	①　バリアフリー化についての方針や考え方





②　バリアフリー化への取組状況　　　　　　　　　　　　　　
（単位：両、％）
	
	導入車両台数
	総車両数に
対する
導入割合

	ノンステップ
	
	

	ワンステップバス
	
	

	リフト付バス
	
	

	小　　計
	
	

	総車両数（乗合のみ）
	
	






（２）環境対策への取組
　　　脱炭素、その他環境対策についての方針や考え方、取組について御記入ください。
	











（３）その他の取組
　　　御社における社会的貢献、文化的寄与、人権への配慮、地域との連携等の取組がありましたら、具体的に御記入ください。
	

































